
第1次・第2次地方分権

改革における国・地方間
関係の変容と課題

――行政法学の見地から――（仮題）

2016年5月25日 16：00 - 18：00

早稲田大学大学院法務研究科
人見 剛 教授

佐賀地域経済研究会事務局・池田
（佐賀大学経済学部地域経済研究センター）

Email： ikedas@cc.saga-u.ac.jp

TEL： 0952-28-8474 FAX： 0952-28-8454 

お問い合わせ

第205回 佐賀地域経済研究会

水日時

会場 佐賀大学教育学部多目的室（教育学部1号館1階）

講師

入場無料
（先着50名）

2016年度第1回目の佐賀地域経済研究会では、行政法・地方自治法の第一人者である人見剛
先生をお迎えします。今回の研究会では、いわゆる辺野古問題（普天間基地移設問題）に見ら
れるように、直近のニュース等で話題になっている国・地方間関係について、お話しいただきます。
2つの地方分権改革の意義・内容をあらためて正確に把握することによって、このテーマの核心
に迫ります。地方自治に携わる方はもちろん、関心を有する方の幅広い参加を歓迎します。

東京都立大学助手・助教授・教授、北海道大学大学院法学研究
科教授、立教大学大学院法務研究科教授を経て、
現在、早稲田大学大学院法務研究科教授（2014年～）

講師略歴 1959年生まれ 博士（法学）

主要著作

著書『近代法治国家の行政法学――ヴァルター・イェリネック行
政法学の研究』（成文堂・1993年）
著書『分権改革と自治体法理』（敬文堂・2005年）
共著『行政法〔第3版〕』（有斐閣・2015年）
共著『ホーンブック地方自治法〔第3版〕』（北樹出版・2015年）

会場が変更になりました！


